
毎朝、校門前に立って児童のみなさんを迎え、放課後にも同じように見送っていると、 

保護者の方やスクールガードのみなさんが、交差点等でいつも交通安全を願って見守りをしてくださっています。中に

は、一緒に付き添って歩いていただいている保護者の方もおられます。そのお陰で、子どもたちが安心して、安全に登

下校ができています。地域のみなさまのお力添えのお陰であると日々感謝しております。 

さて、登下校する米原小の子どもたちの様子で感心することがあります。「おはようございます」「さようなら」としっか

りあいさつができる子どもたちが本当にたくさんいます。さすが、「あいさつ日本一」をめざす米原小になってきていま

す。中には、帽子を脱いで一礼をして、あいさつができる人が何人もいて、本当に驚いています。 

『親しき仲にも礼儀あり』という言葉がありますが、人に不愉快な思いをさせない、人と人とが尊敬し合い、信頼関係

を育てるためにもあいさつは大切なものです。ご家庭におかれましても、毎日あいさつを交わされていると思います

が、これからもお子様にあいさつの大切さをお伝えいただきたいと思います。米原小の子どもたちが、これからもお互

いに気持ちのよいあいさつを交わし、心のこもったあいさつがとびかう米原小をつくって行きたいと思っています。 
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みなさんは、「なぜ勉強するのだろう？」と思ったことがありませんか、 

私も小学生の頃によく思っていました。勉強は決して楽なものばかりでは

なく、しんどいこともありますが、学んだことが理解でき、身につくようにな

ると面白く感じるものです。人間は、生きていくために学ぶと言われます。 

国から出されている「学習指導要領」というものがありますが、それは全

国どこの学校で学んでも、一定の水準が保てるように定められている教育

課程（カリキュラム）の基準のことです。子どもたちの教科書や時間割は、

これを基につくられています。その学習指導要領には、「生きる力」を育む

ために、①確かな学力、②豊かな人間性、③健康・体力の３つを学びによ

って身につけましょうと記されています。学びを通して「生きる力」を育み、

学んだことが明日、そして未来へつながることを信じて、日々の授業等で

学びを継続してほしいと思います。そして、それが必ず「生きる力」に結び

つくと思います。 

★「学問とは、人間がいかに生きていくべきかを学ぶものだ」：吉田松陰 

★「ある人に魚を一匹与えれば、その人は一日食べられる」「魚の取り

方を教えれば、その人は一生を通して食べられる」：中国のことわざ 

                        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和５年度米原小「学校運営協議会」（コミュニティ・スクール）委員の皆さま◆ 

会  長  藤本 勇さん  （地域住民代表）         委 員  樋口 豊さん  （地域住民代表）  

委  員   角田 義明さん（地域コーディネーター）    委  員   北村 和子さん（地域コーディネーター） 

委  員  田中 智子さん （地域住民代表）          委  員   河嵜 智子さん（教職経験者・主任児童委員） 

委  員            伊藤 愛子さん（PTA会長・保護者代表） 

５／１（月） 地域探訪（５校時終了後下校）なかよし個別懇 

２（金） 地域探訪（５校時終了後下校）なかよし個別懇 

８（月） 地域探訪（５校時終了後下校）なかよし個別懇 

内科検診①5・6年 なかよし個別懇 

１０（水） 口座振替日 

１２（金） 学習参観 ＰＴＡ総会 学級懇談 

１５（月） 内科検診②2・3年 委員会活動 

１６（火） 心電図検査 1・4年  

１８（木）・１９（金） 体力テスト 

２２（月） 内科検診③1・4年 クラブ活動①回 

 

 

 

 

２５（木）  1年生を迎える会・色班開き 

２６（金） 3年学びっ子スタート 

  ２９（月） クラブ活動②回 市学力調査～6/2 

６／２（金） たてわり活動②  

５（月） 教育実習～6/30 

６（火）  プールそうじ（予備日 6/9） 

８（木） ４年クリスタルプラザ ５年ホールの子 

９（金） 口座振替日 

１２（月） 委員会活動 

１３（火） 全校朝会 

１５（木） プール開き 

１９（月） クラブ活動③回 

 

 

 

  働き方改革チーム ・ 心、体、安全チーム ・ 授業改善チーム 

【めざす子ども像】 

自分の夢や志を実現するために、自分で自分の未来を切り拓く子 

◆自分の力で学習に向かう子・仲間と共同して学習に取り組む子        《学 び 名 人》 

◆多様性を認め、他人（ひと）を思いやる子・助け合って共によりよく生きる子《かかわり名人》 

◆心身共に健康で、目標をもちやり抜く子・仲間と共に切磋琢磨し、高みをめざす子 《すこやか名人》 

○「チャレンジまいばら１００」「マラソンチャレンジ１００」

の取組によるやり抜く子の育成 

○全校一斉「コグトレ」による認知機能強化 

○栄養教諭を中心にした食育の推進 

○健康・安全意識と自己管理能力の向上を図る取組 

 

令和５年度 米原小学校学校経営構想 

〈滋賀県〉 
〈米原市〉 

校 訓  

未来を拓く 心豊かで たくましい人づくり 

～人生 100年を見据えた「共に生きる」滋賀の教育～ 

自 主 探 求 創 造 

【めざす教職員像】 

◆明るく前向きで教育に情熱をもつ教職員 

◆学び続け、指導力を向上させる教職員 

◆人権感覚鋭く、一人ひとりの子どもに寄り添う教職員 

◆協働し、互いに高め合う教職員 

【めざす学校像】 

◆かかわりの中で共に育ち合う学校 

・子ども：今日も楽しい、明日も行きたいと思える学校 

・保護者：地域：信頼でき、安心して通わせられる学校 

・教職員：高い同僚性のもと、やりがいがある学校 

学び合いによる共同学習 

かかわり名人 すこやか名人 学 び 名 人 

具
体
的
方
策 

「あいさつ日本一」をめざすあいさつ運動 「チャレンジまいばら 100」プロジェクト 

○一人のつまずきを全体で引き受けていく授業づくり 

○アナログとデジタルのそれぞれのよさを生かしたハイ

ブリッド授業（ICT機器を活用した学習活動の充実） 

○詩の暗唱強調月間の取組 

○読書活動の推進（図書館司書の積極的活用による図書館運営） 

○英語教育の充実（パイオニア事業） 

 

 

○進んであいさつができる子の育成 

○インクルーシブ教育の推進 

○社会性と自尊感情を育む生徒指導の推進 

○道徳教育の充実 

○一人ひとりに居場所がある学級集団づくりの推進 

○児童会を軸にした自治的な取組の推進 

重点３部会（プロジェクトチーム） 

学校教育目標 

校内支援体制の整備 通級指導教室との連携 

自己肯定感の育成 夢 自己有用感の育成 志 

信頼関係 連 携 

連 携 

学校運営 【地域とともにある・信頼される・安心安全な学校づくり】 

自分の未来を自分でつかむ子どもの育成 

― 子どもの自己肯定感と自己有用感を高める教育の推進 ― 

サブタイトル 


